
愛知県刈谷市刈谷地区 強い農業・担い手づくり総合支援交付金 （地域担い手育成支援タイプ）

【地区の概要】

南部では水田が農地の９割以上を占め、
稲作中心の農業が展開

中心経営体である農業法人が大規模に
農地を引き受けている

助成対象者「（農）よさみ」の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈R２年度〉

○売上高 201百万円

〇経営面積 229.7 ha

（利用権設定面積）

（うち、水稲 138.6ha）

【現在の経営状況】
〈Ｒ４年度〉

○売上高 253百万円 （126％）

〇経営面積 250.7 ha （109％）

（利用権設定面積）

（うち、水稲 156.9ha）

〇水稲新品種「きぬむすめ」(1.3ha)、

「あいちのこころ」（12.6ha）を導入

【経営の経緯】

昭和52年、刈谷地区（小垣江町、
高須町、半城土町、野田町）にお
いて、小垣江新田、双葉、かもめ
の３営農組合が設立

平成22年、３営農組合が一つに
なり法人化。現在の（農）よさみが
設立

平成23年、経営改善計画の認定

令和５年、刈谷市のモデル事業と
してスマート農業の実証実験など
を受託

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○経営規模の拡大のためには、農作業の更なる効率化が必要。
○集積した広い農地での効率的な農作業を実現するため、大型トラクター及び不耕起Ⅴ溝直播機を導入し

作業時間の短縮を図る。

《事業による整備内容》

○ トラクター 113PS １台及び

不耕起Ⅴ溝直播機 １台

事業費 11,550千円

（国費 3,000千円）

事業の
効果

法人 水田作

【支援内容・背景】

高齢化等による個人農業者の離農者増加に伴い、農地の受け手となる中心経営
体の経営発展に向けた支援を強力に推進する必要がある。

助成対象者は水田が広がる市南部において大規模な稲作を営む法人。今後、さら
に経営面積を拡大しつつ、新品種導入による農産物の高付加価値化に取り組むこ
ととしており、大規模化による効率的経営のモデルとして積極的に支援していく。

愛知県

刈谷市刈谷地区

≪対象者≫経営面積の拡大や高付加価値化が実現し、売上高の増加や生産性の向上が見込める。
≪地区≫中心経営体の経営発展により農地集積が加速するとともに、営農組合の法人化・大規模化のモデル

として他地区への展開を期待。


